
(57)【要約】

【課題】　アンテナ切替のタイミングを考慮しなくても

、アンテナ切替によって復調時の同期はずれが起こらな

いようにする。

【解決手段】　第１のチューナ部１２ａと第１の復調部

１２ｂとを有する第１の受信手段１２と、第２のチュー

ナ部１５ａと第２の復調部１５ｂとを有する第２の受信

手段１５と、各受信手段１２、１５の復調部１２ｂ、１

５ｂから出力された復調信号を加算するダイバーシティ

合成手段１６とを備え、第１の受信手段１２には特定の

アンテナ１１からの受信信号を常時入力し、第２の受信

手段１５には複数のアンテナ１３からの受信信号の一つ

を選択的に入力した。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
第 １ の チ ュ ー ナ 部 と 第 １ の 復 調 部 と を 有 す る 第 １ の 受 信 手 段 と 、 第 ２ の チ ュ ー ナ 部 と 第 ２
の 復 調 部 と を 有 す る 第 ２ の 受 信 手 段 と 、 前 記 各 受 信 手 段 の 復 調 部 か ら 出 力 さ れ た 復 調 信 号
を 加 算 す る ダ イ バ ー シ テ ィ 合 成 手 段 と を 備 え 、 前 記 第 １ の 受 信 手 段 に は 特 定 の ア ン テ ナ か
ら の 受 信 信 号 を 常 時 入 力 し 、 前 記 第 ２ の 受 信 手 段 に は 複 数 の ア ン テ ナ か ら の 受 信 信 号 の 一
つ を 選 択 的 に 入 力 し た こ と を 特 徴 と す る ダ イ バ ー シ テ ィ 受 信 機 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 複 数 の ア ン テ ナ か ら の 受 信 信 号 の 一 つ を 選 択 す る ア ン テ ナ 切 替 手 段 を 設 け 、 前 記 ダ イ
バ ー シ テ ィ 合 成 手 段 か ら 出 力 さ れ る 復 調 信 号 の エ ラ ー 率 が 所 定 の 閾 値 以 上 に な っ た と き に
、 前 記 ア ン テ ナ 切 替 手 段 に よ っ て 前 記 複 数 の ア ン テ ナ の 内 の 他 の ア ン テ ナ の 受 信 信 号 を 選
択 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ダ イ バ ー シ テ ィ 受 信 機 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 ダ イ バ ー シ テ ィ 合 成 手 段 か ら 出 力 さ れ る 復 調 信 号 の エ ラ ー 率 を 検 出 す る エ ラ ー 率 検 出
手 段 と 、 前 記 エ ラ ー 率 を 前 記 閾 値 と 比 較 し て 前 記 閾 値 以 上 に な っ た と き に 切 替 信 号 を 前 記
ア ン テ ナ 切 替 手 段 に 出 力 す る 切 替 制 御 手 段 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の ダ
イ バ ー シ テ ィ 受 信 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 地 上 デ ジ タ ル テ レ ビ 放 送 を 受 信 す る の に 好 適 な ダ イ バ ー シ テ ィ 受 信 機 に 関 す
る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 図 ２ は 従 来 の ダ イ バ ー シ テ ィ 受 信 機 の 構 成 を 示 し て い る 。 複 数 の ア ン テ ナ １ （ Ｎ ｏ .１
～ Ｎ ｏ .４ ） の 何 れ か が ア ン テ ナ 切 替 部 ２ に よ り 選 択 さ れ 、 選 択 さ れ た ア ン テ ナ か ら の 受
信 信 号 は チ ュ ー ナ ３ で 同 調 を と る 。 そ の 出 力 は Ｉ Ｆ 部 ４ を 介 し て 同 期 再 生 部 ５ に 送 ら れ て
、 そ の 再 生 出 力 は Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ デ コ ー ダ ６ に 加 え ら れ る 。 Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ デ コ ー ダ ６ の 復 調 出 力 は Ｍ
Ｐ Ｅ Ｇ デ コ ー ダ ７ に 与 え ら れ て 、 こ れ に よ り 得 ら れ た ビ デ オ 信 号 で 表 示 部 ８ に 画 像 が 表 示
さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ し て 、 Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ デ コ ー ダ ６ 及 び 又 は Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ デ コ ー ダ ７ か ら 出 力 さ れ る エ ラ ー 率 （ Ｂ
Ｅ Ｒ ） を 制 御 部 ９ に 入 力 す る 。 こ の 場 合 、 上 記 エ ラ ー 率 を と る 場 所 は 特 に 規 定 し な い 。 ま
た 、 上 記 エ ラ ー 率 の 値 に 応 じ て ア ン テ ナ １ の 切 り 替 え を 行 う が 、 そ の と き の ア ン テ ナ 切 替
は 映 像 の 劣 化 が 始 ま る 時 の エ ラ ー 率 の 値 、 も し く は そ れ よ り も 良 い 値 と し 、 そ の 値 を ア ン
テ ナ 切 替 を 行 う エ ラ ー 率 の 閾 値 と す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ し て 、 地 上 デ ジ タ ル Ｔ Ｖ 放 送 受 信 時 に 、 エ ラ ー 率 が 上 記 閾 値 よ り お お き く な っ た 時 、
受 信 状 況 が 悪 化 し た と 判 断 し 、 制 御 部 ９ は ダ イ バ ー 動 作 を 開 始 し て ア ン テ ナ １ の 切 替 を 行
う た め の ダ イ バ ー 制 御 信 号 を 発 生 し 、 ダ イ バ ー 制 御 信 号 を ア ン テ ナ 切 替 部 ２ に 与 え て 、 ア
ン テ ナ １ の 切 替 を 行 う よ う に な っ て る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ０ ３ ３ ６ ８ ８ 号 公 報 （ 図 １ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 デ ジ タ ル 放 送 を 受 信 す る 場 合 は 、 ア ン テ ナ の 切 替 時 の 同 期 は ず れ の 問 題 が あ る の で 、 上
記 の ダ イ バ ー シ テ ィ 受 信 機 で は ア ン テ ナ の 切 替 を ガ ー ド イ ン タ ー バ ル の 期 間 内 で 行 う よ う
に し て い る が 、 そ の タ イ ミ ン グ の 取 り 方 が 難 し い と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
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　 本 発 明 は 、 ア ン テ ナ 切 替 の タ イ ミ ン グ を 考 慮 し な く て も 、 ア ン テ ナ 切 替 に よ っ て 復 調 時
の 同 期 は ず れ が 起 こ ら な い よ う に す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 課 題 の 解 決 の た め 、 本 発 明 で は 、 第 １ の チ ュ ー ナ 部 と 第 １ の 復 調 部 と を 有 す る 第 １
の 受 信 手 段 と 、 第 ２ の チ ュ ー ナ 部 と 第 ２ の 復 調 部 と を 有 す る 第 ２ の 受 信 手 段 と 、 前 記 各 受
信 手 段 の 復 調 部 か ら 出 力 さ れ た 復 調 信 号 を 加 算 す る ダ イ バ ー シ テ ィ 合 成 手 段 と を 備 え 、 前
記 第 １ の 受 信 手 段 に は 特 定 の ア ン テ ナ か ら の 受 信 信 号 を 常 時 入 力 し 、 前 記 第 ２ の 受 信 手 段
に は 複 数 の ア ン テ ナ か ら の 受 信 信 号 の 一 つ を 選 択 的 に 入 力 し た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 前 記 複 数 の ア ン テ ナ か ら の 受 信 信 号 の 一 つ を 選 択 す る ア ン テ ナ 切 替 手 段 を 設 け 、
前 記 ダ イ バ ー シ テ ィ 合 成 手 段 か ら 出 力 さ れ る 復 調 信 号 の エ ラ ー 率 が 所 定 の 閾 値 以 上 に な っ
た と き に 、 前 記 ア ン テ ナ 切 替 手 段 に よ っ て 前 記 複 数 の ア ン テ ナ の 内 の 他 の ア ン テ ナ の 受 信
信 号 を 選 択 し た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 前 記 ダ イ バ ー シ テ ィ 合 成 手 段 か ら 出 力 さ れ る 復 調 信 号 の エ ラ ー 率 を 検 出 す る エ ラ
ー 率 検 出 手 段 と 、 前 記 エ ラ ー 率 を 前 記 閾 値 と 比 較 し て 前 記 閾 値 以 上 に な っ た と き に 切 替 信
号 を 前 記 ア ン テ ナ 得 切 替 手 段 に 出 力 す る 切 替 制 御 手 段 を 設 け た 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 １ の 発 明 に よ れ ば 、 第 １ の チ ュ ー ナ 部 と 第 １ の 復 調 部 と を 有 す る 第 １ の 受 信 手 段
と 、 第 ２ の チ ュ ー ナ 部 と 第 ２ の 復 調 部 と を 有 す る 第 ２ の 受 信 手 段 と 、 各 受 信 手 段 の 復 調 部
か ら 出 力 さ れ た 復 調 信 号 を 加 算 す る ダ イ バ ー シ テ ィ 合 成 手 段 と を 備 え 、 第 １ の 受 信 手 段 に
は 特 定 の ア ン テ ナ か ら の 受 信 信 号 を 常 時 入 力 し 、 第 ２ の 受 信 手 段 に は 複 数 の ア ン テ ナ か ら
の 受 信 信 号 の 一 つ を 選 択 的 に 入 力 し た の で 、 第 １ の 受 信 手 段 に は 常 時 ア ン テ ナ １ １ か ら の
受 信 信 号 が 入 力 さ れ て い る の で 受 信 信 号 の 途 切 れ が 無 い た め 、 Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ 復 調 時 の フ レ ー ム
同 期 が 維 持 さ れ て お り 、 こ の 状 態 で ア ン テ ナ 切 替 手 段 に よ っ て 別 の ア ン テ ナ の 受 信 信 号 が
選 択 さ れ て も Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ 復 調 時 の 同 期 が は ず れ る こ と は な い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ の 発 明 に よ れ ば 、 複 数 の ア ン テ ナ か ら の 受 信 信 号 の 一 つ を 選 択 す る ア ン
テ ナ 切 替 手 段 を 設 け 、 ダ イ バ ー シ テ ィ 合 成 手 段 か ら 出 力 さ れ る 復 調 信 号 の エ ラ ー 率 が 所 定
の 閾 値 以 上 に な っ た と き に 、 ア ン テ ナ 切 替 手 段 に よ っ て 複 数 の ア ン テ ナ の 内 の 他 の ア ン テ
ナ の 受 信 信 号 を 選 択 し た の で 、 合 成 さ れ た 復 調 信 号 の エ ラ ー 率 を 閾 値 以 下 に 維 持 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 請 求 項 ３ の 発 明 に よ れ ば 、 ダ イ バ ー シ テ ィ 合 成 手 段 か ら 出 力 さ れ る 復 調 信 号 の エ
ラ ー 率 を 検 出 す る エ ラ ー 率 検 出 手 段 と 、 エ ラ ー 率 を 閾 値 と 比 較 し て 閾 値 以 上 に な っ た と き
に 切 替 信 号 を ア ン テ ナ 得 切 替 手 段 に 出 力 す る 切 替 制 御 手 段 を 設 け た の で 、 エ ラ ー 率 が 閾 値
以 上 に な れ ば 第 ２ の 受 信 手 段 に は 別 の ア ン テ ナ の 受 信 信 号 が 自 動 的 に 入 力 さ れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ に 本 発 明 の ダ イ バ ー シ テ ィ 受 信 機 の 構 成 を 示 す 。 ア ン テ ナ １ １ で 受 信 さ れ た デ ジ タ
ル 放 送 信 号 は 常 時 第 １ の 受 信 手 段 １ ２ に 入 力 さ れ て い る 。 第 １ の 受 信 手 段 １ １ は 第 １ の チ
ュ ー ナ 部 １ １ ａ と そ の 次 段 に 接 続 さ れ た 第 １ の Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ 復 調 部 １ １ ｂ と を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 複 数 の ア ン テ ナ １ ３ は ア ン テ ナ 切 替 手 段 １ ４ に 接 続 さ れ る 。 ア ン テ ナ 切 替 手 段 １ ４ は ア
ン テ ナ １ ３ の う ち の 何 れ か で 受 信 し た 放 送 信 号 を 選 択 し て 第 ２ の 受 信 手 段 １ ５ に 入 力 す る
。 第 ２ の 受 信 手 段 １ ５ は 第 １ の チ ュ ー ナ 部 １ ５ ａ と そ の 次 段 に 接 続 さ れ た 第 ２ の Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ
復 調 部 １ ５ ｂ と を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
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　 各 受 信 手 段 １ ２ 、 １ ５ の Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ 復 調 部 １ ２ ｂ 、 １ ５ ｂ か ら は そ れ ぞ れ 復 調 さ れ た デ ジ
タ ル 信 号 （ 復 調 信 号 ） が 出 力 さ れ 、 そ れ ら は ダ イ バ ー シ テ ィ 合 成 手 段 １ ６ に 入 力 さ れ る 。
ダ イ バ ー シ テ ィ 合 成 手 段 １ ６ は 二 つ の 復 調 信 号 の 位 相 が 一 致 す る よ う に 位 相 制 御 す る と 共
に 合 成 し て 出 力 す る よ う に な っ て い る 。 そ し て 、 合 成 さ れ た 復 調 信 号 は エ ラ ー 率 検 出 手 段
１ ７ に 入 力 さ れ る 。 エ ラ ー 率 検 出 手 段 １ ７ は 合 成 さ れ た 復 調 信 号 の エ ラ ー 率 を 検 出 し て エ
ラ ー 率 の 値 を 示 す エ ラ ー 率 信 号 を 切 替 制 御 手 段 １ ８ に 入 力 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 切 替 制 御 手 段 １ ８ は 、 入 力 さ れ た エ ラ ー 率 信 号 に よ っ て 示 さ れ る エ ラ ー 率 を 閾 値 と 比 較
し 、 エ ラ ー 率 が 閾 値 以 上 に な っ た 場 合 に ア ン テ ナ 切 替 手 段 １ ４ に 切 替 信 号 を 出 力 す る 。 こ
れ に よ っ て 、 ア ン テ ナ 切 替 手 段 １ ４ は 従 前 ま で 選 択 し て い た ア ン テ ナ １ ３ の 受 信 信 号 に 代
え て 別 の ア ン テ ナ １ ３ か ら の 受 信 信 号 を 選 択 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 上 の 動 作 に お い て は 、 第 １ の 受 信 手 段 １ ２ に は 常 時 ア ン テ ナ １ １ か ら の 受 信 信 号 が 入
力 さ れ て い る の で 受 信 信 号 の 途 切 れ が 無 い た め 、 Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ 復 調 時 の 同 期 が 得 ら れ て お り 、
こ の 状 態 で ア ン テ ナ 切 替 手 段 １ ４ に よ っ て 別 の ア ン テ ナ １ ３ の 受 信 信 号 が 選 択 さ れ て も Ｏ
Ｆ Ｄ Ｍ 復 調 時 の 同 期 が は ず れ る こ と は な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の ダ イ バ ー シ テ ィ 受 信 機 の 構 成 を 示 す 回 路 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 従 来 の ダ イ バ ー シ テ ィ 受 信 機 の 構 成 を 示 す 回 路 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 １ １ ： ア ン テ ナ
　 １ ２ ： 第 １ の 受 信 手 段
　 １ ２ ａ ： 第 １ の チ ュ ー ナ 部
　 １ ２ ｂ ： 第 １ の Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ 復 調 部
　 １ ３ ： ア ン テ ナ
　 １ ４ ： ア ン テ ナ 切 替 手 段
　 １ ５ ： 第 ２ の 受 信 手 段
　 １ ５ ａ ： 第 ２ の チ ュ ー ナ 部
　 １ ５ ｂ ： 第 ２ の Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ 復 調 部
　 １ ６ ： Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ 合 成 手 段
　 １ ７ ： エ ラ ー 率 検 出 手 段
　 １ ８ ： 切 替 制 御 手 段
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】
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